








[要約]濾紙血の保存条件と直接法による濾紙血 17-OHP 濃度の実測値との関係について検

討した結果、室温や 37℃下 2～4 週では、非特異的な吸光度の上昇のために、実際より低

く測定されたが、一 20℃あるいは 4℃下では 10週までは明らかな変化は認めなかった。こ

のことは、マススクリーニングでは、検体濾紙血の保存状態が悪いと容易に偽陰性をまね

く危険性を示唆しており、測定用の標準'濾紙血も含め濾紙血の取扱いには十分注意する必

要がある。 


